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古都保存法（古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法）の概要

古都保存法の概要

古都保存法の概要

古都保存法（古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法）の概要

わが国往時の政治、文化の中心等として歴史上重要な地位を有する京都、奈良、鎌倉などの古都における歴
史的風土を保存するために国等において講ずべき特別の措置を定める （昭和４１年制定）

（古都：京都市、奈良市、鎌倉市、橿原市、桜井市、天理市、斑鳩町、明日香村、逗子市、大津市の１０都市）

歴史的風土保存区域の指定

古都保存法の体系

史的風土を保存するために国等において講ずべき特別の措置を定める。 （昭和４１年制定）

歴史的風土保存区域の指定（国土交通大臣） ※関係省庁協議が必要

【平成26年3月31日現在：32地区、22,487ha 】

・建築物の建築、宅地の造成等について届出・勧告制による規制

鶴岡八幡宮鎌倉市及び逗子市歴史的風土保存区域

歴史的風土保存計画の決定（国土交通大臣）※関係省庁協議が必要

・歴史的風土保存区域について、行為の規制その他歴史的風土の維持保存
に関する事項等を記載

保存区域のうち枢要部分について

自然的環境

視
点
場

歴史的建造物等

歴史的風土特別保存地区について都市計画決定（府県・政令市）

【平成26年3月31日現在：60地区、8,832ha】

・建築物の建築、宅地の造成等について許可制による規制
・規制に対する損失補償として土地を買入れる仕組みを導入

二
の
鳥
居

三
の
鳥
居

本
殿

歴 史 的 風 土古都保存事業（社会資本整備総合交付金）

・土地の買入れ（国費率7/10）
・損失補償（国費率7/10）

税制措置
・土地の買入れに際し、譲渡
所得2,000万円控除

規制 対す 損失補償 を買入 仕組 を導入

歴史的風土の概念図
（歴史的風土審議会資料（平成９年１２月）より作図）・損失補償（国費率7/10）

・施設の整備（国費率1/2）
・景観阻害物件の除却（国費率1/2）

所得2,000万円控除
・行為制限の内容を踏まえて

相続税を評価減
（林地の場合更に３割評価減）

（歴史的風土審議会資料（平成９年１２月）より作図）
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古都及び歴史的風土保存区域等の指定状況

古都及び歴史的風土保存区域の指定状況・わが国往時の政治、文化の中心等として歴史上重要な地位を有する都市として、京都、奈良、鎌倉等の１０都古都及び歴史的風土保存区域の指定状況わ 国往時 政治、文化 中心等 し 歴史 重要な地位を有する都市 し 、京都、奈良、鎌倉等 都
市が古都に指定されている。

・古都における歴史的風土を保存するために必要な土地の区域として、歴史的風土保存区域が32地区、
22,487ha指定されている。また、歴史的風土の枢要な部分を構成している地域として、歴史的風土特別保存地
区が 地区 指定され る区が60地区、8,832ha指定されている。

古都指定都市 歴史的風土保存区域・特別保存地区の指定状況

都 市 名

歴史的風土
保存区域

歴史的風土
特別保存地区

薬師寺（奈良市）

都 市 名 保存区域 特別保存地区

地区数 面積（ha） 地区数 面積（ha）

京 都 市 14 8,513.0 24 2,861.0

奈 良 市 3 2,776.0 6 1,809.0

斑 鳩 町 1 536 0 1 80 9

嵐山（京都市）

神奈川県逗子市

奈良県斑鳩町

京都府京都市 滋賀県大津市

奈良県奈良市
三千院（京都市）

斑 鳩 町 1 536.0 1 80.9

天 理 市 1,060.0 2 82.2

桜 井 市 4 1,226.0 1 304.0

橿 原 市 426.0 4 212.0

明 香村

神奈川県鎌倉市

神奈川県逗子市 明日香村 2,404.0 2,404.0

鎌 倉 市
5

982.2 13 573.6

逗 子 市 6.8 - -

大 津 市 5 4,557.0 9 505.7

奈良県天理市奈良県橿原市

計 32 22,487.0 60 8,832.4

地区数 面積(ha)

明日香村における歴史的風土保存地区の決定状況

稲渕棚田（奈良県明日香村）

奈良県天理市

奈良県桜井市
奈良県明日香村

奈良県橿原市
第１種歴史的風土保存地区 4 125.6

第２種歴史的風土保存地区 1 2,278.4

計 5 2,404.0

（平成25年度末現在）2



自然的環境の変化、協働による維持管理の取組み

・京都や奈良では、平成１７年頃から、線虫等の病害虫などによるナラ枯れやマツ枯れ被害が拡大している。

自然的環境の変化（京都市）

京都や奈良では、平成１７年頃から、線虫等の病害虫などによるナラ枯れやマツ枯れ被害が拡大している。

・京都市では、地域組織、地元寺院、企業等との協働による小倉山の森林再生事業を行っている。

協働による維持管理の取組み（京都市 嵯峨嵐山地区）

◆マツ枯れ（マツノザイセンチュウによる被害）

平成１８年頃から拡大

・マツ枯れ被害はマツ林面積の約２割（約2,200ha）

◆「小倉山再生プロジェクト」事業概要

小倉山において良好な森林景観を保全・再生するため，京都市や地域組
織，森林所有者，地元寺院，企業などの様々な主体が連携し，それぞれの
役割分担のもと展開する持続的な森林景観づくりを目指す取組み

・毎年約５万本（約8,000㎥）が枯れている。

◆ナラ枯れ（カシノナガキクイムシによる被害）

平成１７年 東山で初めて被害が確認

◆取組み経過

平成24年度
・意見交換会（計３回）：京都市と小倉山周辺で自主的な森林保全活動に取
組む地域組織や地元の寺院等とが小倉山の将来像などを意見交換

平成２２～２３年 約１７，０００本の被害を確認

平成２４年 東山から西山に被害が拡大

約８，０００本の被害を新たに確認

成 年 約 本 被害を新た 確認

組む地域組織や地元の寺院等とが小倉山の将来像などを意見交換。

平成25年度
・「小倉山再生プロジェクト支援協定」締結：景勝・小倉山を守る会（会長:二
尊院）、三菱東京UFJ銀行、（公財）三菱UFJ環境財団、京都市が支援協定

を締結し，それぞれの役割分担と共汗の下，小倉山の再生に取り組む。
平成２５年 約３，０００本の被害を新たに確認

を締結し，それぞれの役割分担と共汗の下，小倉山の再生に取り組む。

・アカマツの植樹：地元住民ら約150人がアカマツの苗木500本を植樹。

嵐山周辺のマツ枯れ
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京都三山の枯死したナラ林
（資料：京都伝統文化の森推進協議会）

天龍寺での意見交換会の様子
（平成24年11月2日）

小倉山再生プロジェクト
支援協定締結式
（平成25年5月10日）



歴史まちづくり法の概要

「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」（H20.5.23全会一致で成立、同年11.4施行）

歴史的風致とは 城郭や社寺 史跡等の歴史上価値の高い建造物とその周辺の町家等の建築物 街道や水路等の土木施設等と 地域住民

【法の目的】 歴史的風致の維持・向上を図るためのまちづくりを推進する地域の取組を国が積極的に支援する

ことにより、個性豊かな地域社会の実現を図り、都市の健全な発展・文化の向上に寄与。

歴史的風致とは、城郭や社寺、史跡等の歴史上価値の高い建造物とその周辺の町家等の建築物、街道や水路等の土木施設等と、地域住民
等によって保存されてきた産業、祭礼行事、民俗芸能等の伝統的な活動とが一体となって醸し出している歴史的な風情、情緒、佇まいといった
良好な市街地の環境

重点区域は、核となる文化財（重要文化財、重要伝統的建造物群保存地区等）と、それと一体となって歴史的風致を形成する周辺市街地により
設定

基本方針（国が作成） 重点的な支援

歴史的風致形成建造物（第 条 第 条）

○ 歴史的風致の維持・向上に関する方針
○ 重点区域の位置・区域
○ 文化財 保存 活用に関する事項

歴史的風致維持向上計画 （市町村が作成）
歴史的風致形成建造物（第１２条～第２１条）
○市町村が指定し、現状変更の届出勧告制、市町村等による

管理代行等により、歴史的建造物を保全
○申出により、管理・修理について文化庁が技術的指導

法律上 特例措置（第 条 第 条 第 条）○ 文化財の保存・活用に関する事項
○ 歴史的風致維持向上施設の整備・管理

に関する事項
○ 歴史的風致形成建造物の指定方針等
○ 計画期間 等

法律上の特例措置（第１１条、第２２条～第３０条）
○地域の実情に応じた景観規制
○法定協議会による事業主体間の連携

各事業による支援（補助対象拡大・国費率嵩上げ）

国による認定

（文部科学大臣、
農林水産大臣、

○社会資本整備総合交付金等

（例）歴史的建造物の修理・買取 （例）都市公園内の城跡の復原
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国土交通大臣）

認定歴史的風致維持向上計画



歴史的風致維持向上計画のイメージ

○歴史的風致維持向上に関する基本的な方針

宿場町（重伝建）

周辺の重点区域

○歴史的風致維持向上に関する基本的な方針

○計画期間（概ね５～１０年）

城跡（国指定史跡）

周辺の重点区域

宿場町（重伝建）
歴史的風致形成建造物（神

社）の指定

無電柱化

三重塔（重要文化財）
都市公園事業による復

原整備

ソフト事業（伝統的な
祭事）

原整備

城跡（国指定史跡）

文化財の保存・活用 三重塔（重要文化財）周辺の
重点区域歴史的風致形成建造

祭事）

ソフト事業（伝統的な祭
重点区域歴史的風致形成建造

物（住宅）の指定 事）
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歴史的風致維持向上計画認定状況（H26.12.25現在）

現在、全国で４６都市が歴史的風致維持向上計画の認定を受けている。

市町村名 認定日 市町村名 認定日

現在、全国で４６都市が歴史的風致維持向上計画の認定を受けている。

市町村名 認定日

金沢市

H21. 1.19 

高山市

彦根市

萩市

亀山市

市町村名 認定日

高岡市

H23. 6. 8 
小田原市

松本市

川越市

多賀城市

石川県金沢市
岡山県津山市

岡山県高梁市

島根県松江市

富山県高岡市

京都府宇治市広島県尾道市

青森県弘前市

福島県白河市

宮城県多賀城市

山形県鶴岡市

亀山市

犬山市

H21. 3.11 

下諏訪町

佐川町

山鹿市

多賀城市 H23.12. 6 

宇治市

H24. 3. 5 
大洲市

美濃市

佐賀市

山口県萩市

京都市

茨城県水戸市佐賀県佐賀市

広島県竹原市

島根県津和野町

福島県白河市 桜川市

津山市 H21. 7.22 

京都市 H21.11.19

水戸市

H22. 2. 4長浜市

尾道市

H24.6.6
竹原市

明和町

東御市

岐阜市

熊本県山鹿市

茨城県桜川市

茨城県水戸市

群馬県甘楽町
福岡県太宰府市

埼玉県川越市

佐賀県佐賀市

長野県長野市
堺市

福岡県添田町

大分県竹田市

H22. 2. 4 長浜市

弘前市

甘楽町 H22.3.30

高梁市

H22.11.22太宰府市

三好市

岐阜市

H25.4.11長野市

津和野町

堺市

H25.11.22鶴岡市

日南市

長野県下諏訪町
岐阜県高山市

高知県佐川町 重県亀山市

滋賀県彦根市

滋賀県長浜市 岐阜県恵那市

長野県松本市

神奈川県小田原市愛媛県大洲市

長野県東御市
宮崎県日南市

堺市

奈良県斑鳩町

岐阜県郡上市

大分県竹田市 三好市

白河市

H23. 2.23 松江市

恵那市

日南市

郡上市

H26.2.14名古屋市

斑鳩町

竹田市
H26.6.23

添田町高知県佐川町 三重県亀山市

愛知県犬山市

徳島県三好市
岐阜県美濃市三重県明和町

岐阜県岐阜市

名古屋市

岐阜県郡上市

合計：４６都市

添田町
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認定式の様子（H26.6.23 大分県竹田市、福岡県添田町）

竹田市 添田町

認定証

朝日新聞 6月24日朝刊 （地方版）毎日新聞 6月24日朝刊 （地方版）
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甘楽町は、明治38年に竣工した歴史的建造物である信州屋を譲り受け、再整備、活用を行っている。信州屋

地域の歴史的風致の核となる歴史資源の修理・復元・活用の事例

甘楽町は、明治38年に竣 した歴史的建造物である信州屋を譲り受け、再整備、活用を行っている。信州屋

は、呉服などを取り扱う商店、質屋として創業して以来、薬や煙草、雑貨などを取り扱う地域の生活を支える商店
であり、明治時代の商家の形式を残すとともに、養蚕農家としての特徴である２階床下の炉や小屋裏に天窓の
痕跡なども備えている歴史的建築物である。町は、平成23年度に調査・設計、平成24年度に改修工事を行い、
観光案内所 お休み処等として 歴史的建造物を再活用している観光案内所、お休み処等として、歴史的建造物を再活用している。

養蚕農家の特徴
（炉の痕跡）

信州屋外観

観光案内所、お休み処、ギャラリーとして活⽤されている
１階内部 8



金沢市では、芸妓衆が芸事を練習する場である西検番事務所の外観及び構造の修理を行ったことにより、ソ

伝統行事・産業等の歴史的活動・文化の継承事例

金沢市では、芸妓衆が芸事を練習する場である西検番事務所の外観及び構造の修理を行ったことにより、ソ
フト面での継承の器が残されていくこととなり、伝統的活動の継承が図られている。

また、春祭や夏祭の時期には、観光客に公開し、芸妓衆の芸に触れてもらうような取組みも当該施設を活用
して実施されている。お茶屋さんでは敷居が高いが、芸妓さんの稽古場を公開して芸事に触れる機会を設けたこ
とで 伝統文化の活性化にもつなが ているとで、伝統文化の活性化にもつながっている。

芸妓の活動の様⼦
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歴史まちづくり法は、平成２５年度に施行後５年を迎えた

歴史まちづくり法に基づく５年間の取組み成果について

歴史まちづくり法は、平成２５年度に施行後５年を迎えた

５年間の取組について調査を実施

・各認定都市の歴史的風致維持向上計画の内容や取組みの整理
認定都市が毎年とりまとめを行 ている進行管理 評価シ トの整理 分析・認定都市が毎年とりまとめを行っている進行管理・評価シートの整理・分析

・各都市へのアンケート調査・ヒアリング調査

とりまとめた成果については、国土交通省公園緑地・景観課のHPで公表中

(http://www.mlit.go.jp/toshi/rekimachi/index.html） 10



歴まちサミット等の開催について（H26）

東北歴史まちづくりサミット 〔今回、初の開催〕

開催日：平成26年10月21日（火）
開催都市：青森県弘前市
参加者：弘前市長、白河市長、多賀城市長、鶴岡市長

（全認定都市） ※）後藤 治 教授講演

関東圏歴史まちづくりサミット

開催日：平成26年10月15日（水）
開催都市 群馬県甘楽町

〔今回、初の開催〕

上村多恵子 部会長出席

開催都市：群馬県甘楽町
参加者：下諏訪町長、桜川市長（代理）、水戸市長、甘楽町長、

小田原市長、松本市長（代理）、川越市長、東御市長、
長野副市長（全認定都市）

中部歴史まちづくりサミット 〔H24年度：第１回（高山市）〕
〔H25年度：第２回（亀山市）〕

開催日：平成27年2月3日（火）
開催都市：愛知県犬山市

〔今回 初 開催〕

※）越澤 明 教授講演

参加者：高山市長、亀山市長、犬山市長、恵那市長、
美濃市長、明和町長、岐阜市長、郡上市長、
名古屋市長（全認定都市）

史まちづく 関する

中国地方歴史まちづくりサミット
開催日：平成26年11月18日（火）
開催都市：京都府向日市

〔今回、初の開催〕

〔H25年度：第１回（萩市）〕

（※平成25年度）

【参考】
※ 次回以降のサミット

開催を目指す

歴史まちづくりに関する
市町村長と国土交通省の意見交換会

参加者：彦根市長、京都副市長、長浜市長、宇治市長、
堺市長、斑鳩副町長、 近江八幡市長、向日市長、
天理市長 （全認定都市＋3市）

開催日：平成25年11月11日（月）
開催都市：山口県萩市
参加者：萩市長、津山市長、高梁市長、松江市長、尾道市長、

竹原市長、津和野町長（全認定都市） ※）上村多恵子 部会長出席 11



○各地方ブロックの歴まち認定都市の首長が一堂に会し、各市町の取組や今後のありかた等について

各地方における歴史まちづくりサミット等の開催状況

○各地方ブ ックの歴まち認定都市の首長が 堂に会し、各市町の取組や今後のありかた等に いて
情報共有を行う「歴史まちづくりサミット」を開催

近畿 歴史まちづくりに関する意見交換会
１．目的

・歴史まちづくりに興味のある市町村長が一堂に集まる会合
・歴史まちづくりのスキームについてより充実したものとするため
の議論

・歴まち計画認定に向けた取組に関する意見・要望や、上村部会長、
認定市町及び本省から アドバイ 等認定市町及び本省からのアドバイス 等

２．開催日 平成26年11月18日(火)

３．開催地 京都府向日市（向日市文化資料館）

４．出席者 彦根市長、京都市副市長、長浜市長、宇治市長、堺市長、

斑鳩町副町長 近江八幡市長 向日市長 天理市長斑鳩町副町長、近江八幡市長、向日市長、天理市長

上村 社会資本整備審議会歴史的風土部会長

国土交通省 （都市局）公園緑地・景観課長

（近畿地方整備局）局長、建政部長

（近畿運輸局）企画観光部長（近畿運輸局）企画観光部長

① 現地視察 （向日市の歴史的なまちなみを視察）
② 開会挨拶 （近畿地方整備局長 森 昌文）
③ 来賓御挨拶 （社会資本整備審議会歴史的風土部会長 上村多恵子氏）
④ 国から 情報提供 （国土交通省都市局公園緑地 景観課長 梛野良明）

意見交換会次第

④ 国からの情報提供 （国土交通省都市局公園緑地・景観課長 梛野良明）
⑤ 各市町長からの取組紹介
⑥ 意見交換
⑦ 「歴史まちづくりに関する共同宣言」

12



・ミシュラングリーンガイド・ジャポン（2013 2）では、京都

歴史まちづくりの効果としての観光

歴史まちづくりの意義・効果
・観光地としての魅力の向上
・都市の国際競争力を向上

ミシュラングリ ンガイド ジャポン（2013.2）では、京都
、奈良、高山、日光など歴史・文化性の豊かな都市が三つ星
となり、外国人を含む観光客でにぎわう。

・観光名所は、ミシュラン･グリーンガイドによって独自に考案
された９つの基準に従って評価され、歴まち都市では24都市
が掲載されているが掲載されている。

９つの評価基準
1.旅行者がその観光地を

訪れた時に受ける第一
印象

2.その場所の知名度
3.文化財の豊かさ、レ

ジャーの充実ぶり
4.受賞歴や正当性の高い

公的評価公的評価
5.芸術品や史跡の固有の

美術的価値
6.美観
7.作り物ではない本物と

しての魅力と調和
8 旅行のしやすさと利便8.旅行のしやすさと利便

性
9.旅行者の受け入れ姿勢

の質

高山☆☆☆
「アルプスの小京都」である高山は 徒歩でたやすく

京都☆☆☆
日本の古都であり、約1600 カ所の寺院、約

59%
40%

60%

80%

JNTO訪日外客訪問地調査結果（2008）

「アルプスの小京都」である高山は、徒歩でたやすく
廻ることができ、江戸時代の面影を残す地区のそぞ
ろ歩きを楽しむことができる。

日本の古都であり、約1600 カ所の寺院、約
400 カ所の神社、約200 カ所の庭園があり、国
宝の20%が京都にある。

また、東京、大阪に次ぐ観光地で、訪日外客の
2割が訪れている。

25% 21% 16% 12% 10% 10%
0%

20%

東京 大阪 京都 神奈川 千葉 愛知 福岡

13



平成27年度予算概算要求 歴史的風致活用国際観光支援事業

歴史まちづくり行政 観光行政
背景と課題

○歴史まちづくり法に基づく歴史的風致維持向上計画（歴まち計画）認定都市
は、年々増加しており、現在までに全国46都市となっている。

○「ﾐｼｭﾗﾝ・ｸﾞﾘｰﾝｶﾞｲﾄﾞ・ｼﾞｬﾎﾟﾝ」には、歴まち計画認定都市24都市が掲載される
など、日本固有の歴史・文化は重要な国際観光資源である。

歴史まちづくり行政

○2020年オリンピック・パラリンピック東京大会開催により、今後訪
日外国人旅行者の増加が見込まれる。

○需要が集中している地域以外の地方都市等への需要を創出する
べく、地域間の広域連携を強化して情報発信力を高めるとともに、

観光行政

16
22

31
35

44 46

20

30

40

50
新規

累計

○社会資本整備審議会歴史的風土部会において、「観光施策との連携など歴史
まちづくり行政の新たな展開」の審議が求められている。

認定都市数

対象市場に訴求するストーリー性やテーマ性に富んだ多様な広域
ルートを開発・提供し、海外へ積極的に発信することが求められて
いる。

政府の方針等
6 6 9

4
9

2
10

16

0

10

20

歴まち計画認定都市の経年推移

日本固有の歴史・文化を活用した広域観光周遊ルート形成に向けた受入環境整備を促進

ミシュラン掲載の歴まち都市

掲載

◆観光立国実現に向けたアクション・プログラム2014 （ ４．（１）、（３） ）

◆「日本再興戦略」改訂2014 （第二 二．テーマ４．テーマ４-②（３）③ ）

◆経済財政運営と改革の基本方針2014 （第２章３．（３））

要求内容

日本固有の歴史・文化を活用した広域観光周遊ルート形成に向けた受入環境整備を促進

高岡市

広域周遊ルートのイメージ
（昇龍道） 整備計画

観光庁と連携
犬山城犬山城広域周遊ルート形

成に向けた歴まち
計画認定都市広域観光周遊ルートの形成に向けた取組の一環と

美濃市

郡上市

高山市

高岡市

金沢市

作成

・協議会の運営
・データ収集、分析、検討
・案内板等の多言語化
・人材の育成
・外国人向けプログラムの開発
・無料公衆無線LANの整備

・歴まち計画認定都市
・有識者

協議会

【例（犬山市）】して、地域固有の歴史・文化を国際観光資源として
より有効に活用するため、歴まち計画認定都市に
おいて、官民により構成された協議会が作成する
整備計画に位置づけられた受入環境整備に係るソ
フト・ハード両面の取組に対して総合的に支援。

年オ ピ パ ピ 東京大会 開

観光案内所等の整備・機
能向上

犬山市
名古屋市

美濃市
岐阜市

支援
国

無料公衆無線LANの整備
・観光案内所等の機能向上 等

Wi-Fi等環境整備

取組

有識者
・施設管理者
・観光関連団体 等

本物の歴史・文化型プロ
グラムの開発・提供

2020年オリンピック・パラリンピック東京大会の開
催を見据えて、平成27年度から５年間の支援措置
により整備を促進。

施策の成果

○広域観光周遊ルート形成に向けた受入環境整備を促進することにより、歴史的風致を活用した都市の魅力の向上及び賑わいの創出が図
られ、地域の活性化が実現される。 14



集約促進景観・歴史的風致形成推進事業 （H26年度～）

集約型都市構造への転換を図る上で人口密度を維持するエリアにおいて、景観・歴史資源となる建造物の修理・改修・協調増築
等を含めた景観 歴史的風致形成に資する取組に対する総合的な支援を行うことにより 求心力のある魅力的な環境とすることで等を含めた景観・歴史的風致形成に資する取組に対する総合的な支援を行うことにより、求心力のある魅力的な環境とすることで
当該エリアに居住等機能を誘導し、都市の再生を促進。

現代 ズに合わな 景
下記のいずれにも該当する地域が対象

■集約促進上の課題■対象地域

現代ニーズに合わない景
観・歴史資源は建替等によ
り消滅し、居住等機能を誘
導すべき区域の魅力が低
下

下記のいずれにも該当する地域が対象

・都市機能誘導区域又は居住誘導区域（一定の見込地を含む）

・人口密度40人/ha以上の一団の市街地又は集落の区域

・景観計画区域又は認定歴史的風致維持向上計画の重点区域

■対象事業
対象地域で行う一定の要件を満たす下記事業を支援

■対象事業

＜景観・歴史資源となる建造物の整備＞ ＜その他整備等＞

・建築物の外観修景 ・景観阻害物件の除却

舗装の美装化 デザイン ド検討 等

・景観重要建造物及び歴史的風致形成建造物の修理等

その他建造物の生活利便向上機能等の導入に資する改修 協調増築 ・舗装の美装化 ・デザインコード検討 等・その他建造物の生活利便向上機能等の導入に資する改修・協調増築

■事業者 ：地方公共団体、民間（民間が実施する場合は地方公共団体の補助に対して補助）

■補助率 ：１／３（地方公共団体が実施する歴史的風致形成建造物の修理等は１／２）以内かつ地方公共団体補助の１／２以内

○生活利便向上機能等の導入に資する整備イメージ（改修） ○生活利便向上機能等の導入に資する整備イメージ（協調増築）

現状保存する修理等だけでなく、若干の外観変更を伴う改修等を支援対象とし、現代ニーズに合わせた利活

用を実現することで景観・歴史資源となる建造物の放置・解体を回避し、都市の魅力を向上。

格子窓

便 機 入 資 （改修）

町家２階を現代窓に改修し、貸しギャラリーとして利用 開口部が少ない蔵に開放的な空間を増築し、飲食店として利用

虫籠窓
むしこまど

15



町家等の歴史的建造物の滅失を防ぎ、歴史的まち並みを保全・活用するため、その隘路となる課題について、
実証的 査解決等を う 域 組を推進

歴史的風致維持向上推進等調査 （H24年度～H26年度）

実証的に調査解決等を行う地域の取組を推進。

歴史まちづくり等の共通課題に対応する地域の取組を公募

伝統工法と現代工法の組合せによる

提案公募

間資金導 る 家等 史的建 広域的な歴史まちづくりの専門家組 伝統工法と現代工法の組合せによる
歴史的建造物保全システム構築

民間資金導入による町家等歴史的建
造物の修理・活用等促進

広域的な歴史まちづくりの専門家組
織の育成

１／７サイズの石製模型を活用した実験
を通じて石橋の構造を明らかにし、石橋

歴史的建物修繕を実習しながら伝統技
術を継承する職人育成研修を実施し、

地域組織が空き家を活用できる良好な
状態にするため、家財整理等を行う事 を通じて石橋の構造を明らかにし、石橋

の点検・修理手法等を実用的なマニュア
ルとして整理【大分県宇佐市】

術を継承する職人育成研修を実施し、
地域組織による持続的な運営について
検証【神奈川県小田原市】

状態にするため、家財整理等を行う事
業（風通し）を実証し、その採算性を
検証【滋賀県長浜市】

有識者委員会で評価し、優れた取組提案を選定評価選定

選定された取組を国が地方公共団体、地域組織等に委託して実施調査実施

成果を全国に共有することで歴史まちづくり等の地域の取組を推進成果活用
16※ 年度末に調査結果を発表する成果報告会を開催。（Ｈ24年度：2月18日、Ｈ25年度：3月5日、Ｈ26年度：2月予定）



平成26年度 歴史的風致維持向上推進等調査

団体名 調査実施地域 調査内容 全10件団体名 調査実施地域 調査内容

めむろ建築・まちづくり研究会 北海道芽室町
景観維持・保全のための木造建築物の温熱環境の改善及び耐震性の向上等による
利活用促進の検討

全10件

①

黒石市 青森県黒石市 伝統的歩行者空間（こみせ）維持のための利用方策の実践及びその波及効果検証

小田原職人学校設立推進協議会 神奈川県小田原市
実用的技術の教育訓練となる建築技術職人育成研修の実施方策及び持続的な運営方
策の検討

②

③

特定非営利活動法人くらしまち継承機構 静岡県静岡市
潜在的空き家の実態調査による空き家化予防措置の検討及び地域組織と連携した伝
統的建築物の利活用方策試行によるスキーム構築

国府地区まちづくり協議会 三重県志摩市 自然災害等を想定した歴史的町並みの維持保全が果たす防災機能についての検討⑤

④

国府地区まちづくり協議会 三重県志摩市 自然災害等を想定した歴史的町並みの維持保全が果たす防災機能についての検討

有限責任事業組合富田林町家利活用促進機構 大阪府富田林市
民間資金を活用した大型町家をはじめとした歴史的建造物と一体的に形成される町並
みの保存・活用手法の検討

歴史的木造建物の耐震性 快適性を踏まえた居住性向上手法の提案による持続可能

⑥

⑤

特定非営利活動法人土壁ネットワーク 香川県丸亀市
歴史的木造建物の耐震性・快適性を踏まえた居住性向上手法の提案による持続可能
な町並み維持保全方策検討

大洲市古民家再生推進協議会 愛媛県大洲市
歴史的価値の高い建造物の利活用計画提案による伝統的町並み維持保全手法の構
築

⑦

⑧

城下町地区まちづくり協議会 大分県杵築市
空地発生メカニズムの解析及び地域組織による実証実験を踏まえた上での歴史的な町
並み維持保全方策検討

（一社）沖縄県古民家再生協会 沖縄県今帰仁村
地域固有の伝統技術を持った専門家のデータベース整備による技術研修の実践及び
伝統技術にかかる相談体制の構築

⑨

⑩
伝統技術にかかる相談体制の構築

⇒ 平成２７年２月 国土交通省において調査成果報告会開催予定（一般聴講可能）
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歴史的風致維持向上計画の認定意向のある市町村 （H26.１２月末現在）

【北海道】 ０市町村 【近畿】 ２０市町村 【九州】１６市町村【中国】１２市町村長野県 長野市

【東北】 １３市町村

青森県 弘前市

青森県 黒石市

岩手県 盛岡市

福井県 小浜市

福井県 永平寺町

福井県 若狭町

滋賀県 彦根市

滋賀県 長浜市

福岡県 太宰府市

福岡県 添田町

福岡県 久留米市

佐賀県 佐賀市

長崎県 長崎市

島根県 松江市

島根県 津和野町

岡山県 津山市

岡山県 高梁市

岡山県 備前市

長野県 千曲市

山梨県 山梨市

山梨県 甲州市

山梨県 韮崎市

神奈川県 小田原市岩手県 盛岡市

岩手県 一戸町

宮城県 多賀城市

山形県 鶴岡市

福島県 白河市

滋賀県 長浜市

奈良県 斑鳩町

滋賀県 大津市

滋賀県 近江八幡市

奈良県 奈良市

【北陸】 ７市町村

新潟県 佐渡市

長崎県 長崎市

長崎県 対馬市

長崎県 平戸市

熊本県 山鹿市

熊本県 人吉市

岡山県 備前市

広島県 尾道市

広島県 竹原市

広島県 廿日市市

広島県 府中市

神奈川県 小田原市

神奈川県 鎌倉市

福島県 白河市

福島県 国見町

福島県 会津若松市

福島県 二本松市

福島県 南会津町

奈良県 奈良市

京都府 京都市

京都府 宇治市

京都府 福知山市

京都府 向日市

新潟県 村上市

富山県 高岡市

石川県 金沢市

石川県 白山市

石川県 加賀市

熊本県 人吉市

大分県 竹田市

大分県 大分市

大分県 宇佐市

宮崎県 日南市

広島県 府中市

山口県 萩市

山口県 下関市

山口県 防府市

福島県 磐梯町

福島県 桑折町

【関東】 １９市町村

茨城県 水戸市

大阪府 堺市

大阪府 貝塚市

大阪府 泉佐野市

兵庫県 神戸市

兵庫県 姫路市

石川県 加賀市

石川県 野々市市

【中部】 １３市町村

岐阜県 高山市

鹿児島県 奄美市

鹿児島県 東串良町

鹿児島県 伊仙町

【四国】 ４市町村

徳島県 三好市

愛媛県 大洲市

愛媛県 内子町

高知県 佐川町 【沖縄】 市町村茨城県 水戸市

茨城県 桜川市

栃木県 足利市

栃木県 栃木市

群馬県 桐生市

兵庫県 姫路市

兵庫県 朝来市

和歌山県 湯浅町

岐阜県 高山市

岐阜県 恵那市

岐阜県 美濃市

岐阜県 岐阜市

岐阜県 郡上市

高知県 佐川町 【沖縄】 ４市町村

沖縄県 那覇市

沖縄県 南城市

沖縄県 今帰仁村

沖縄県 北中城村群馬県 桐生市

群馬県 甘楽町

千葉県 香取市

千葉県 佐倉市

埼玉県 川越市

岐阜県 大垣市

静岡県 三島市

愛知県 名古屋市

愛知県 犬山市

愛知県 岡崎市

全１０８市町村
斜 体：認定済み市町村（４６市町（３０府県））

沖縄県 北中城村

※ 歴史的風致維持向上計画策定意向調査（平成２6年3月）を基に作成

長野県 下諏訪町

長野県 松本市

長野県 東御市

愛知県 岡崎市

三重県 亀山市

三重県 明和町

三重県 伊賀市

下 線：現在本省と事前相談中の市町村（１３市町）

その他：意向調査結果で認定意向ありと回答した都市（４９市町村）
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